
令和5年12月定例会 一般質問資料
三度のメシより佐渡が好き！！！ 政風会 代表  室岡啓史

【二次元コード（ごま塩のような正方形）の読み取り方】
①スマートフォン・タブレットのカメラか二次元コード読み取り機能を立ち上げる。
②表示されたアドレス（http://・・・・・ ・・・ ・）等の文字列を触ってみる。

◎佐渡ヶ島（ＳＤＧｓ）集落ツーリズム構想の実現に向けて
【しごとづくり】【ひとづくり】【まちづくり】の計画に関する確認と提案

(1)佐渡市市制施行２０周年及び特定有人国境離島特別措置法の改正を
  見据えた「離島創生」について
① 人口減少対策として離島から始める教育の無償化等を推進すべきでは
② 自動運転、オンライン診療、地域電子マネー等、ＤＸを推進すべきでは
③ ソーラーシェアリング、水素社会へのシフト等、ＧＸを推進すべきでは

(2) 健康寿命日本一の島づくりについて
① 健康寿命延伸の取組と成果はどうなっているか
② 老人クラブ（トキめきクラブ）の在り方をどう考えるか
③ 「同じ釜の飯を食う」介護予防教室や空き家利活用型ＣＣＲＣの提案

(3) 森林資源の利活用及び４つの森林組合の統合について
① 佐渡市森林利活用推進会議(仮)を立ち上げ、社会実装を具現化すべきでは
② 佐渡空港近隣にマイクロ木質バイオマス発電所を建設すべきでは
③ 脱炭素／カーボンニュートラルツーリズムを推進すべきでは

令和5年12月11日（月）
午後1時30分～＠佐渡市議会

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202312

※【出典】の記載なき画像は全て自身で撮影した写真です。

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202312
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▼人口減少対策と離島振興法・有人国境離島法

◆政策としての人口減少対策とは（室岡まとめ）

▼国レベルの人口減少対策（要望）←離島チームで

∟県レベルの人口減少対策（要望）←粟島と

∟市レベルの人口減少対策（提言）←議会

▼ＳＤＧｓ未来都市SaDoGaShimaの人口減少対策

∟①自然減対策（人口－700人？／年）

∟健康寿命の延伸

∟生産年齢人口、出生数の維持

∟②社会減対策（人口－300人？／年）

∟全世代の転出の抑制（島内完結）

∟転入（Ｕ・Ｉ・孫ターン）の推進

∟③過疎化対策

∟地域資源を活かした産業振興

∟地域コミュニティの維持・活性化

∟集落の人口密度への対応

例）上下水道を含む生活インフラ及び

移動交通が非効率化、空き家対策

例えば、一昔前に人口１００名の集落Ａが５０名に

なったとして、実人口＋関係人口を１００名とする努

力が必要。空き家を再生して、移住・二地域居住・カ

フェ・宿泊施設・地域産品の生産施設等として活用で

きるような展開を行うことで、生活インフラや移動交

通の非効率化を防ぐことが必要ではないか。

【出典】公益財団法人日本離島センター「島々の日本」 https://www.nijinet.or.jp/publishing/tabid/255/Default.aspx

佐渡も対象となっている

◆有人国境離島法の年額予算

２０１７年４月１日施行の有人国境離島法は１０年間の

時限立法。有人国境離島法の第１期はじめの１０年間は、

本土との格差是正による社会増を目指すことが趣旨で

あった。改正後の２期目１０年間においては、離島がア

ドバンテージを得られる政策立案及び予算措置を国に対

して要望すべきと考える。

予算：国５０億＋都道府県・市町村５０億＝１００億円

【１】航路・航空路運賃低廉化

【２】輸送コスト支援

【３】雇用機会拡充など

【４】滞在型観光の促進 が主な事業となっている。

https://www.nijinet.or.jp/publishing/tabid/255/Default.aspx
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◆ＳＤＧｓとは・・・

持続可能な開発目標のことで、

Sustainable Development  

Goalsの略。2015年に国連本部

で日本を含む193の加盟国の合意

の下で採択された「世界を変革す

るための17の目標と169のター

ゲット」のこと。持続可能性を地

球規模で考えた時に、非常に重要

な目標であり、産官学金労言連携

により、２０３０年までＳＤＧｓ

の推進に一丸となって力をいれて

取り組んでいる状況にある。

ＳaＤoＧa shima

X
◆２０２２年５月２０日に佐渡市がＳＤＧｓ未来都市に選定！

人が豊かにトキと暮らす黄金の里山・里海文化、佐渡

～ローカルＳＤＧｓ佐渡島、自立・分散型社会のモデル地域を目指して～

⇒島の文化が環境・経済・社会を刺激し合う基盤を創っていく

①ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）ツーリズム

②ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

③ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）

u

X
佐渡ヶ島こそ
推進すべし！！！

【出典】国際連合広報センター「SDGs」ガイドライン
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◆佐渡ヶ島のクロスワードパズル
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▼韓国ソウル市のオーガニック学校給食推進

◆学校給食の無償化について

・物価高で給食がピンチ、大手業者の倒産も起きている。

・学校給食は、子どもの貧困問題を支える一助である。

・小中学校の給食費は年間全国で５,１２０億円

※佐渡市は年間の保護者負担総額は、約２億円

・韓国ソウル市は高校まで給食が無償化されており、

入学金・授業料・教科書代・制服（一部補助）も無償化。

・給食では地場産のオーガニック食材利用も推進している。

・給食へのオーガニック食材提供により市場が増えて、農家

との相乗効果が生まれている。

∴佐渡でも地産地消・身土不二の食を学校給食から始めて、

各家庭や観光客向けの食へと広げていくべきではないか？

▼佐渡米を分類すると・・・

①減減栽培：８８％（農薬・化学肥料を５０％以下の使用）

∟うち、２０％が朱鷺と暮らす郷米（トキ認証米）

※２００８年から給食で利用

※一般米との差額は市とＪＡ（農家）で折半している。

∟うち、 １％が無農薬無化学肥料米＋自然栽培

⇒無無米のニーズは高い。全小中学校での提供は未達。

②慣行栽培：１２％

【出典】佐渡市農業政策課 及び アベプラ 物価高で給食が質素に?無償化はメリットだらけ? https://abe.ma/3EZjRJO

https://abe.ma/3EZjRJO
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▼ライドシェア解禁の動きについて
◆タクシーとライドシェアとの違い、ライドシェアのメリット／デメリット

①タクシーは二種免許を持っていることが必要、ライドシェアの場合は普通免許で運転可能。

②事故が起きたときに、タクシーの場合はタクシー会社が対応、ライドシェアの場合は個人の対応。

③タクシー運転手にはアルコールチェックが義務付けられている、ライドシェアには義務はない。

∴利用者としては利便性は上がり、アプリを使うので明朗会計。ドライバーも、空いている時間に副業として収入

を得ることができる。一方で、事故が起きたときの個人が責任を負えるのか、安全性はどうなっているのか。

タクシー業界に関係する人の雇用は保たれるのかなどの心配があげられる。⇒佐渡版ライドシェアの議論が必要！

【出典】「白タク」禁止の日本で“ライドシェア解禁論浮上”
https://news.yahoo.co.jp/articles/5eb4e96eecd4efbcbc8a6689e218eed433c7db10?page=1

https://news.yahoo.co.jp/articles/5eb4e96eecd4efbcbc8a6689e218eed433c7db10?page=1
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▼佐渡市のＤＸ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)

【出典】市報さど 令和５年８月号 No.２３４ https://www.city.sado.niigata.jp/uploaded/attachment/39780.pdf

https://www.city.sado.niigata.jp/uploaded/attachment/39780.pdf
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▼コミュニティ通貨「まちのコイン」

【出典】コミュニティ通貨「まちのコイン」ウェブサイト https://coin.machino.co/

https://coin.machino.co/
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▼ＧＸ観光ゼロカーボンパーク

【出典】地域脱炭素ロードマップ【概要】のモデルに加筆 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/pdf/20210609_chiiki_roadmap_gaiyou.pdf

おけさ丸
リプレイス時に！？

全島の光回線化
⇒完了

ＳaＤoＧaShimaツーリズム

PPA（電力販売契約）
１１億円全額が国費。

新潟県自然エネルギーの島構想
佐渡の現状：
出力９３ＭＷ
浮体式洋上風力発電：
３００～５００ＭＷ級!?

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/pdf/20210609_chiiki_roadmap_gaiyou.pdf
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▼健康寿命日本一をめざした健幸ぽいんと制度

【出典】佐渡市ウェブサイト 健康医療対策課等の健幸ぽいんと https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/2026/49114.html

https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/2026/49114.html
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▼老人クラブ（トキめきクラブ）の在り方は

◆一般財団法人新潟県老人クラブ連合会 トキめきクラブ新潟

▼令和５年度

▼令和４年度

▼令和３年度

▼令和２年度

【出典】トキめきクラブ佐渡かわら版

【出典】新潟県老人クラブ連合会ＨＰ https://niigata-rouren.com/

【出典】上越妙高タウン情報 https://www.joetsu.ne.jp/161086

▼元気100歳いいねかっちゃ弁当コンテスト

減少の一途！
健康寿命延伸のためには、

【１】運動【２】食事【３】交流

について日常的に取組む必要がある。

https://niigata-rouren.com/
https://www.joetsu.ne.jp/161086
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▲この１機で年間４００㎥の木チップ

を使用する。約３日分を貯蓄可能

▲小規模バイオマス発電所：４０ｋＷ

年間売電収入：約１，１００万円

▲発電機の心臓部：８００℃のガス

でエンジンを稼働して発電する

▲天日で木チップを乾燥させ含水率を

５０％⇒２０％程度まで減少させる

▲自社で丸太材を木チップに加工、

トンパックに詰めて大量に保管

▲村上市の林野率は８５．２％

民間が森林整備事業を代行する事例
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出力４０ｋＷとすると
×24時間×３３０日稼働
⇒発電量３２万ｋＷｈ
※小倉ダム小水力発電
の約１／２の売電量
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▲阿賀野市で初となる道の駅あがの

乳製品や木工品など地場産品が豊富

▲平成３０年、建設費約１５．５億円

コンセプト：スケートボードの聖地

▲新潟県木材組合連合会のセンター

木材市場に越後杉等が並ぶ

▲館内は木材を有効に活用し、商品の

展示などにも木づかいが見られる

▲ＣＬＴ（直交集成板）の大断面

平日でも多くの若者が練習をする

▲新潟県森林組合連合会越後森林館

和傘のような天井の大空間を実現
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▼佐渡空港を起点とする文化観光地域づくり

佐渡市立

両津吉井小学校

エコアイランド

佐渡空港

新両津病院
老健・特養

佐渡総合病院

佐渡汽船

両津港

レンタカー
事業者

子育て世代

ファミリー層

佐渡市役所

防災
拠点

子ども

マイクロ
木質バイオマス

発電所

空き家
ゲストハウス等

アロマ製造

プラント

◆佐渡空港を起点とする木質バイオマス発電（イメージ図）

廃熱利用

サウナ、足湯

蓄電池

ＧＸ

脱炭素先行地域

Ｊクレジット

コミュニティスクール

ＣＳ

吉井共有林組合

森林組合
製材所

両津吉井
７集落

どんぐりの森

ＥＶ充電

非営利組織

ＮＰＯ

スマートハウス、Ｖ２Ｈ（車⇒家の給電）

カーボンニュートラル
ツーリズムの観光振興 移住定住促進

出力４０ｋＷとすると
×24時間×３００日稼働⇒３０万ｋＷｈ

※佐渡の消費総電力量の
約１／１０００

佐渡の発電所の総出力
⇒９３ＭＷ

年間使用総電力量
⇒２７万ＭＷｈ

火力ディーゼル
発電を均すと
１日あたり平均
約８時間稼働
というイメージ


	スライド 1
	スライド 2: ▼人口減少対策と離島振興法・有人国境離島法
	スライド 3: ▼ＳＤＧｓ未来都市 佐渡が進める「離島創生」
	スライド 4: ▼韓国ソウル市のオーガニック学校給食推進
	スライド 5: ▼ライドシェア解禁の動きについて
	スライド 6: ▼佐渡市のＤＸ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)
	スライド 7: ▼コミュニティ通貨「まちのコイン」
	スライド 8: ▼ＧＸ観光ゼロカーボンパーク
	スライド 9: ▼健康寿命日本一をめざした健幸ぽいんと制度
	スライド 10: ▼老人クラブ（トキめきクラブ）の在り方は
	スライド 11: ▼村上市などの森林資源利活用視察①
	スライド 12: ▼村上市などの森林資源利活用視察②
	スライド 13: ▼佐渡空港を起点とする文化観光地域づくり

